
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

3 0 0 0 0 0 0 1 0 4 2 2

1 2 1 1 0 0 0 0 × 5 8 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         4 1 0 0 振逃 一邪 遊失 三振

2 遊         4 1 0 0 三振 三振 三振 投失

3 投         3 1 0 0 死球 三振 遊ゴ 投失

4 一         4 0 1 0 三振 左安 三振 三振

5 三         4 1 1 2 中安 三振 三振 投ゴ

6 二         4 0 0 0 振逃 投ゴ 三振 三振

7 中         4 0 0 0 三振 三振 三振 三振

8 右         4 0 0 0 三振 三振 三振 三振

9 左         3 0 0 0 三振 三振 三振

          

          

          

          

          

          

34 4 2 2
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         3 3 1 0 右安 遊失 四球 一邪

2 中         3 0 1 1 四球 中安 三振 三振

3 投         4 0 2 2 右安 三振 遊安 三ゴ

4 遊         4 1 1 0 遊ゴ 左２ 投ゴ 三失

5 三         4 0 0 0 捕飛 三振 三ゴ 投ゴ

6 左         4 0 1 0 三振 右安 三振 三振

7 一         4 1 1 1 左安 一ゴ 遊ゴ 三振

8 右         3 0 0 0 三振 三振 三振

8   打 右     1 0 0 0 三振

9 二         4 0 1 0 遊ゴ 投ゴ 一安 三振

          

          

          

          

          

34 5 8 4
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■戦評

開会式に続き神宮球場で行われた６５回大会の開幕試合は、３年連続３回目出場の茨城県代表・県立茎崎高校と２年連続１１回目出場の北陸地区代表・石川県
立小松北高校の対戦となった。先攻の茎崎は初回５番岡沢の２点適時安打や相手バッテリーのミスなどにより３点を先制する。一方の小松北はその裏３番長濱
の適時安打で１点を返すと２回敵失と２番新郷の適時安打により同点に追いつく。勢いに乗った小松北は３回に１点を奪い逆転に成功すると４回にも１点を追加
し試合を優位に進める。立ち直りを見せた両先発投手の前にどちらも追加点を奪えぬまま試合は終盤へ。８回表茎崎は相手のミスから１点を奪い５－４と１点差
に迫るとその裏の小松北の攻撃を三者連続三振に抑え最後の攻撃に望みを託す。しかし最終回の茎崎の攻撃を今度は小松北先発長濱が三者連続三振に抑え
試合終了。先発長濱の２５奪三振の力投が光った小松北が５－４で勝利した。一方敗れた茎崎先発小林も低めにボールを集め毎回の１３奪三振を記録し、両主
戦が神宮球場での開幕試合という大舞台で持ち味を遺憾なく発揮した好試合となった。

1 0長　濱　透　和 橋　本　大　希 長　濱　透　和 35 2 25

回数 打者 安打 三振 四球 自責

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名

合計 　残塁：7　　併殺：0

備考

松　尾　飛　勇

和　泉　康　生

今　井　雄　貴

新　郷　翔　貴

長　濱　透　和

中　嶋　　　晋

森　瀬　パウロ

坂　中　亮　太

森　　　海　斗

小松北

ポジション 氏名

橋　本　大　希

3

三振 四球 自責

小　林　佑　企 張　替　瑞　生 小　林　佑　企 36 8 13 2

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打

　残塁：4　　併殺：0

備考

■バッテリー ■投手成績

合計

岡　澤　大　地

横　山　義　樹

山　口　裕　輝

土　田　貴　大

川　端　龍　功

張　替　瑞　生

北　川　拓　実

小　林　佑　企

平　田　　　陸

茎崎 茨城

小松北 北陸・石川

茎崎

ポジション 氏名

■備考

■審判 球審：松山　　　塁審：小山　森井　須田

出場校名 代表地区

■日時 平成30年8月15日(水) 晴れ 茨城県立茎崎高等学校　対　石川県立小松北高等学校

■球場 明治神宮野球場 第1試合　1回戦 ■試合時間 2時間13分


